
受付番号③構造・設備と事業全体のコストコントロール様式 12　【提案に対する考え方 3/4】

特 ( 美術 )

特 ( 書道 )

既存 2 層分
減築

TL

断面イメージ

特 ( 物理実験 )

特 ( 生物実験 )

特 ( 調理実習 )
LL 地域共創ルームウチニワウチニワ

ウチニワ ウチニワCR

HB HB

CR

TLLL

TL
特

( マーケティング講義 )
CRCR ウチニワ

まなびミチまちミチソトニワ
( 自然 )

夏冬

▽GL+10m

個別空調熱

木造RC 造 RC 造過不足のない空調域を設定
全熱交換器の排熱をウチニワで 2 次利用
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ピット兼床下チャンバーからの居住域空調熱

冬は部分的に仕切って空調熱

全熱交換器熱

夏の日射遮蔽 ( 南側 )光
日射を遮らない隣棟間隔光

自然採光 ( 北側 )光既存棟も断熱改修熱
重力換気による自然通風促進風

上階からの遮音に配慮音感染症対策風

建具を開放して南からの風を取り入れ風
南からの風の流れが分断されない計画風

雨水貯水槽水井水利用 (BCP 対策 )水
雨水集水水散水・トイレへの中水利用水

Loe-E ペアガラスによる熱負荷軽減熱高さ 10m 以上は既存不適格とみなし、
減築することにより現行規定に適合
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日較差を活かしたナイトパージ熱

冬季はまちミチの一部を仕切ることも検討熱

人感・昼光センサー ,LED 照明光
タスクアンビエント照明光

太陽光パネル , 蓄電池を設置光

更新しやすいピット：まなびミチの下で各棟を
繋ぎ棟毎に異なる更新時期に対応

更新

両側のミチを RC 造とすることで耐火性に配慮し、積極的に木造化構造
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２本のミチを耐火性の
あ る RC 造 と し ま す。
各教室棟を別棟扱いと
し、木造の校舎を実現
します。
各 教 室 棟 は 2000 ㎡ 以
下とし、燃え代による
準 耐 火 構 造 と し ま す。
ま た 1000 ㎡ ご と に 防
火区画を設けます。

教室棟のウチニワは鳥居型の木造ラー
メンとします。その両サイドに一般流
通製材を組合せ、スパンの大きな教室
空間を実現します。
まなびミチは教室棟間の防火壁を兼
ねた RC 耐力壁付きラーメン構造と
します。
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十分な外皮性能の確保や高効率機器採用による「ZEBの達成」、日射制御や通風の徹底により中間期の長期確保によって「ランニン
グコストの低減」、太陽光発電や蓄電池、発電機、井水利用等によるBCP対策により「72時間の自立運転可能」な学校を実現します。

既存棟と新築棟の接合部の構法

建具によって柔軟に外皮ライン
を調整します。
冬期は外部に出ずに棟間を移動で
きるように、まちみち上にサンルー
ムをつくることを検討します。
夏や中間期は建具を開け、ソト
ニワやミチを介して南からの風
を採り入れます。

建築で徹底した高断熱化を行い安定した室内を
確保した上で、汎用性の高い超高効率機器の採
用によりコストを抑えつつ確実に ZEB Ready を
達成します。
太陽光発電は中間期でも余剰の発生しない最適な
容量を設置して運用を開始し、使用開始後のモニタ
リングにより、実状を踏まえながらの創エネを行い、
Nearly ZEB や ZEB の段階的な達成を提案します。

木造の採用によって地元施
工会社の工事参加や維持管
理のハードルを下げ、コスト
削減を図ります。また地場産
材の積極的な利用を検討し、
将来的な修繕も地元での資
材調達を可能にします。
熱橋が少ない木造を採用す
る こ と で、 比 較 的 安 価 な
ZEB 化が可能です。

断熱や防水、構造上の層間変位といった課題を丁寧に読み解
き、適切な性能を確保しながら、既存棟を最大限活かした新
しい学び場を実現します。

全体構成を保ちつつ柔軟
な計画調整が可能です。
調整 A  棟数調整案：
校舎棟の数を 4 棟→ 3
棟に減らした工事範囲
の調整。
調整 B  既存独立案：
既存校舎への増築を取
り止め、独立させるこ
とで工事を簡易化。

建設工事中は、工事動線と生徒
動線を明確に分け、安全で快適
な学習空間を確保しつつ、効率
的に工事を進めます。
工事動線やヤード位置をまとめ
ることで工事をスムーズに進め、
工程、コスト、安全性の確実な
管理に繋げます。

冬の寒さをしのぐ外部の居場所の可能性コストを抑えつつ段階的なZEBの達成

地域の気候を活かし、ZEB達成を目指す断面計画

まちミチに点在する諸室は、東側もし
くは南側にサンルーム（非空調エリア）
を併設することで、冬期の居場所をつ
くることも検討します。またサンルー
ムは各棟を繋ぐ役割も持ちます。
まちミチに壁付きのベンチを点在さ
せ、冷たい北風をしのぎ、暖かい太陽
を感じられる居場所をつくります。

コスト削減に配慮した木造 コスト調整に対応する柔軟な全体計画

安全性とコストに配慮した工程計画
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太陽光
・全熱交換機の採用

・LED照明の採用
・人感/明るさセンサの採用
・ゾーニング制御の採用
・高効率給湯器、自動水栓
・高断熱配管の採用
・節湯水栓の採用

・個別空調による効率化
・高効率空調機器の採用
・高性能サッシ、Low-Eガラス
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・勾配屋根を活した発電
・太陽熱温水器の導入
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建具 季節風凡例：

上伊那の気候に応じて柔軟に変化する外皮ライン

RC造を活かして実現する木造校舎 鳥居型木造ラーメンによる大スパンの教室棟

〈まなびミチ〉
・RC造
・耐火構造
→各教室棟を
別棟扱いにする

※各棟の接続部はExp.j
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教室間の界壁を非構造
壁 に で き ま す。3.6m
スパンを基準とする教
室は、可動間仕切りに
よって 10 人〜 2 クラス
規模まで調整可能です。
また将来的な用途変更
などにも対応可能な可
変性の高い構造です。
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A. 棟数調整案 B. 既存独立案

可変性の高い教室の構造

既存の高低差を吸収しながら展開するまなびミチ。ホームベイやアクティブラウンジが面し、移動するな
かでさまざまな活動や情報に出会うことができる。親しみある木の架構に包まれる教室棟。鳥居型木造ラーメンによってさまざまなサイズの教室が可能になる。

ラーメン構造
一般流通製材

まなびミチ
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防水
RC 造 の 減 築 後、
軽量鉄骨造により
適切な勾配や雨水
立上りや、新築棟
との取合い部分の
整形化をし、防水
性能を確保。

雨
水
立
上
り 雨
水
立
上
り

屋根は外断熱とし、
パ ラ ペ ッ ト 天 端
まで適切な断熱材を
途切れず通すこと
で、接続部分も
断熱性能を確保。

[3,4F の解体撤去 ]

補助シートの適切な勾配によ
り二次止水の確保

桟付合板による
片側施工に配慮

Ex
p.

J

押出発泡系板材等の捨型枠
による片側施工

適切なクリアランス
を確保することで、
Exp.J.C により防水
や気密性を確保。

断熱

[新築棟 ][ 既存棟 ]
層間変位

軽量鉄骨増築により既存
躯体への負荷に配慮
(RC 増築も並行し検討）

天井 Exp.J.C、気密性を確保

木造棟断熱

床 Exp.J.C、歩行性に配慮し
段差のないものとする

適切な防水立上り
寸法を確保

既存棟屋根外断熱により、
断熱性能を確保

層間変位
クリアランス

屋根 Exp.J.C は新築棟に固定
し既存棟側に被せる
既存棟側は滑り支承で受ける

地域の材料を使い、将来の可変性を見据えた構造計画

上伊那地区の気候風土を考慮した環境計画

イニシャルコストを削減する合理的な計画と工程
各教室棟の系列と関係した性格をもつソトニワ。まちミチとまなびミチとも繋がり、地域の自然を感じながら学びを拡張する。

ARHB

ソトニワ

普通教室 TL 特別教室

ウチニワ

ウチニワ

まなびミチ


